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２０２５年１０月２１日から１０月２４日を基本に県下５４自治体を５つのコースに分けて訪問し懇談する、２０

２５年愛知自治体キャラバンがスタートします。各市町村に対し医療・福祉・介護など社会保障の拡充と国

や愛知県に意見書の提出を求めて要請する行動で、今回 46年目を迎えました。要請項目は、その時々

の重点課題を陳情書としてまとめ、当局と議会にそれぞれ提出しています。参加者の延人数は、要請団

側、当局・議会関係者側それぞれ約 800人にのぼります。 

陳情書の要請趣旨では、「愛知自治体キャラバンは、４５年を経過しました。この間、子ども医療費無料

制度は１８歳までの完全無料化が入院１００％、外来９１％まで到達しました。また、介護保険における「要

介護者の障害者控除の認定書発行」の拡大や改善、任意予防接種では、帯状疱疹ワクチンの定期接種

化、妊産婦健診事業など拡充されています。国民の生活は窮乏しています。連続する「物価高騰」、米不

足と「高値」は国民生活に打撃を与え、さらに、介護・国保・後期高齢者の保険料と介護利用料・医療費自

己負担が重くのしかかっています。また、骨太方針２０２５では、「全世代型社会保障改革」の名の下、１１

万床の病床削減やＯＴＣ類似薬の保険外し等が盛り込まれ、国民負担増がすすめられようとしています。

すでに、病院の７割が赤字、人手不足と重なり「医療崩壊」が懸念されます。訪問介護事業所の経営を圧

迫し、廃止・倒産が増加し、利用者が介護サービスを制限されるなど「介護崩壊」、また、マイナ保険証一

本化にむけた、健康保険証の廃止に伴う医療や介護現場と患者利用者の混乱も深刻です」と述べていま

す。 

陳情項目は、【１】自治体ＤＸ推進は、住民の福祉の増進と人権保障のために行ってください。【２】県

民の要望である、市町村の福祉施策を充実してください。 １．安心できる介護保障 ★（１）介護保険

料・利用料など。２．国保の改善。３．生活保護・生活困窮者支援。４．福祉医療制度。５．子どもの権利保

障。６．障害者・児施策。７．予防接種。８．健診・検診。９．地域の保健・医療と国や県への意見書採択。 

学習会では、２０２５年キャラバンの特徴点、自治体からの回答にもとづくチェック表を参照にしながら、

懇談当日の発言についても参加者と相談しています。 

例年通り、多数の現地参加者を呼びかけ、自治体と有意義な懇談を準備しましょう。 

１０月８日団長事務局長会議の様子を伝える“愛労連 NEWSNo.629”を紹介します。（次ページ） 
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